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報 告

富山県農村医学研究所　吉　田　　　稔

富山県農村医学研究所　大　浦　栄　次

富山県農村医学研究会　鏡　森　定　信

平成３０年豪雪における人的被害について

はじめに

　56 豪雪以来 37 年ぶりとなった平成 3５ 年 ６ ～ ７

月県内を襲った大雪は、北陸自動車道で最大 4６５

台の車両の立ち往生や鉄道網の運休など各地で交

通網がマヒし食料品などの物流不足を招き生活を

直撃し、交通事故も多発した。山間地では雪崩発

生、停電、凍結による水道管の破裂など孤立する

地域が多発した。除雪作業が進まず市民生活に大

きな影響を与え、除雪費用が予算を上回り追加補

正予算で対応、農業では、田畑に１メートル以上

の積雪があり冬野菜の収穫が困難な状態になっ

た。またハウスの倒壊など農業施設にも被害を及

ぼした。新潟気象台によると北陸地方が平年に比

べ気温が低い「寒冬」であった。観測点 5 カ所（魚

津、富山、八尾、高岡、南砺福光）の累積積雪量

は 547cm と 38 豪雪（6５7cm）、56 豪雪（8７7cm）

にはとどかなかったものの過去 ６５ 年間の平均

（363cm）の ６３5 倍で被害拡大の原因となった。

　富山県農村医学研究会では、38 豪雪、56 豪雪

で医学的に見た人的被害の情報を収集し、会誌に

掲載してきた。この冬の豪雪についても、県医師

会、柔道整復師会の協力を得て人的被害の情報の

収集につとめ 799 件の人的被害を得たので報告す

る。

図 1．積雪深図（富山市、高岡市）
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調査方法

　調査期間は平成 3５ 年 ６ 月 ６６ 日から ７ 月

７６ 日まで、各機関で雪害による人的災害事

故を（図 ７）の形式で回答を依頼した。

　調査を依頼した医療機関は、７65 カ所、接

骨院 549 カ所である。回答のあったのは、

医 療 機 関 48 カ 所 ６8３６ ％、 接 骨 院 65 カ 所

６６３8％、全体で ６６3 カ所 ６3３9％であった。件

数は 799 件であった。また、56 豪雪の 3１７4６

件のデータを再集計して比較した。

受傷者の傷病名区分が昭和 56 年とＨ 3５ 年と

異なるため、56 豪雪の区分に合わせて集計

した。

図 ７．調査表
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１．受傷者の性別年齢別

　受傷者の性別年齢別（表 ６）では、男 4５4

名（5５３6％）、女 395 名（49３4％）、合計 799

名であった。年齢的には総計でみると、6５

歳代（７６３7％）がピークで、7５ 歳代（６9３5％）、

5５ 歳 代（６8３3 ％）、4５ 歳 代（６3３６ ％）、8５ 歳

代（６５３4％）、3５ 歳代（9３6％）、７５ 歳代（3３5％）

の順であった。平均年齢は男 57３3 歳、女

6５３4 歳であった。高齢者の割合は、65 歳

未満が男 59３4％、女 5６３6％。65 歳以上が男

4５３6％、女 47３６％であった。昭和 56 年と比

べると総計の年齢別比率のピークは 3５ 歳代

から 6５ 歳代になった。65 歳以上の比率を見

ても ６6３3％から 43３8％と約 3 倍になった。

２．受傷者の事故原因

　受傷者の事故原因（表 ７）は、歩行による

転倒 44３8％が最も多く、次いで除雪 3７３9％、

機械除雪 ７３５％、交通事故 ６4３3％、転落 4３５％、

落雪 ５３6％であった。事故原因の上位は両年

とも除雪と歩行による転倒で約 8 割を占め

た。

表１　性別年齢別

平成 ８５年

平成 ８５ 年

昭和 56 年

昭和 56 年

表２　受傷者の事故原因
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３３ 受傷者の傷病別年齢別　

　 受 傷 者 の 傷 病 別（ 表 3） は、 上 下 肢 痛

4５３3％で最も多く、次いで骨折 ７6３5％、腰背

痛 ６8３６％、その他 6３５％、関節炎 3３７％、挫傷

3３５％、挫創 ６３9％、腱鞘炎 ５３７％の順であった。

傷病を年齢別に見ると、上下肢痛が 5５ 歳代、

骨折が6５歳代、腰背痛が5５歳代で最も多かっ

た。昭和 56 年では上下肢痛が 4５ 歳代、骨折

5５ 歳代、腰背痛 3５ 歳代で最も多かった。

４３ 事故原因と傷病の関係

　事故原因で多かった除雪と歩行中の転倒を

事故状況と傷病名から詳しく分析すると、除

雪中の傷病名の割合（図 3）は捻挫 45３8％が

最も多く、次いで骨折 ６５３8％であった。受傷

部位の割合は腰 3７３9％、肩 ６７３7％の順で、除

雪作業動作によく使う部位で日常慣れない重

労働に身体各部の疲労減少の累加が、かかる

症状を引き起こしたと考えられた。

図３

表３　傷病名別年齢別
平成 ８５年 昭和 56 年
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　歩行による転倒の傷病名の割合（図 4）は

骨折が 33３6％、打撲 ７3３9％、捻挫 ７６３9％の

順に多かった。受傷部位は前腕 ６6３7％、頭

６4３3％、腰 ６７３3％、足 9３4％の順に多く、転

倒した時の受傷部位が明瞭に表れた。

歩行による転倒と最低気温の関係は最低気温

がマイナスの時と同期して転倒が増えてい

た。歩行中の転倒の場所（表 4）を見ると路

上以外で自宅前が多く次いで駐車場、車の昇

降、ゴミ出し、店頭前、職場入口、駅、病院

玄関、車庫、階段などであった。

（5）

図 ９

表４ 図５
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5３　死亡例

　死亡例は、今回の調査収集で ６ 例、報道関

係の資料で ６５ 例の合計 ６６ 例であった。性別

は男 9 名、女 ７ 名であった。年齢別は 4５ 歳代

3 名、6５ 歳代 ７ 名、7５ 歳代 ７ 名、8５ 歳代 4 名

で高齢者に集中していた。死因は、除雪によ

る用水転落 5 名（屋根の雪下ろし ６ 名、フォー

クリフト ６ 名、除雪作業中 3 名）、転倒による

頸椎損傷 ６ 名、会合帰りに用水転落 ６ 名、雪

に埋もれた車内で一酸化中毒 ６ 名、畑や納屋

で低体温症 3 名であった。昭和 56 年では ７７

例で心不全 ６５ 例、次いで用水転落 5 例、落雪

による窒息死 6 例、転落 ６ 例であった。

総　括

　平成 3５ 年豪雪の気象条件は、６ 月か

ら ７ 月に非常に強い寒気が到来し、各

地に雪害をもたらした。雪の降り方は

典型的な里雪型で海沿いの平野部でも

大雪になった。寒気と低気圧の停滞に

より、局地的、短期的に非常に強い雪

を降らせた。5５ ｃｍ以上の積雪が ６ 月

６６ ～ ６6 日、６ 月 ７6 ～ ７8 日、７ 月 6 ～ 9 日、

７ 月 ６７ ～ ６4 日で 4 回のピークがあった。

高岡市で ６ 日の最深積雪が 8５ ～ ６５５㎝

になった。積雪ピークに合わせて総事

故件数も増えた。６ 月 ６６ 日の最初のピー

クは最も件数が多く（７７５ 件）、中でも

除雪、歩行による転倒、交通事故（７６3

件）がほとんどであった。７ 月 6 日、７

月 ６７ 日は積雪が最初より多いにもかか

（6）

図 6
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わらず、雪に慣れてきたのか総事故件数（６５4 件、

5５ 件）は次第に少なくなった。56 豪雪でも同様

に散見された。（図６）

　富山県の老年人口（65 歳以上）の推移は昭

和 55 年（国勢調査）が ６６％に対し平成 3５ 年は

約 3７％に増加した。受傷平均年齢も 46３7 歳から

58３8 歳と約 ６７ 歳高齢化が進んで、年齢別受傷総

比率（図 7）で見ると全体のピークが昭和 56 年

は 4５ ～ 6５ 歳代で、平成 3５ 年は 7５ ～ 8５ 歳代と

全体的に右に移動していた。また、事故原因別の

年齢比率（図 8、図 9）を見ても右に移動してい

る。高齢者割合（65 歳以上）では ６6３3％に対し

て 43３8％と 3 倍になった。今後も除雪作業は重労

働であり高齢者には精神的肉体的に大きな負担に

なってきた。また、核家族化による高齢夫婦の世

（7）

図７

図８

図 1５

図９
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　雪による交通事故（図 ６６）は、3５ 歳代と 5５ 歳

代にピークがあるのに対し昭和 56 年は 3５ 歳代

にピークで、交通事故でも高齢化が進んでいた。

これは富山県の高齢者ドライバー（65 歳以上、

７５６4 年）の比率が ７4３5％と全国５位、車の保有

台数は全国２位と自動車依存型社会が作り出して

いるのではないか。高齢者の自動車免許返納が叫

ばれる中、自動車依存型社会の転換を考えなけれ

ば高齢者の事故は減らないと思われた。

　死亡例は ６６ 例中 6 例が用水転落で 4５ 歳代が 3

名、7５ 歳以上 3 名、ほとんどが除雪作業中に起こっ

た。7５ 歳以上の３名は雪を用水に捨てようとし

て滑って転落していた。増加している高齢の夫婦

世帯や単独世帯による、体力や体感の限界で発生

しているかのようだ。今回、悲惨な事故は車中で

の一酸化中毒死であった。集計外でも事故現場（県

外）で富山県人が大雪のため除雪が追い付かず、

道路わきで車が身動きできず雪に埋もれて一酸化

中毒で死亡した。今回の豪雪の特徴は局地的、短

期的に非常に強い雪を降らせ、北陸自動車道など

最大 4５５ 台以上の車両の立ち往生や鉄道網の運休

で交通網のマヒなど除雪作業が進まなかった為と

思われた。

むすび

　私たちは平成 3５ 年 ６ 月 ６６ 日から ７ 月 ７６ 日に

わたり、襲来した豪雪による富山県内の人的災害

について、富山県医師会、医療機関及び柔道整復

師会の協力をえて情報収集を行った。

　56 豪雪の人的災害との比較をまとめると以下

の通りであった。

①　団塊の世代が 65 歳以上になり年齢的には高

齢者の比率が高くなってきた。性別的には

女性の比率が高くなり男女差がなくなってき

た。

②　事故原因は１位と２位の順位が入れ替わった

が、除雪と歩行による転倒が約 8 割を占めて

いて、年齢的には 4５ ～ 6５ 歳代が 7５ ～ 8５ 歳

代に移行してきた。除雪では小型除雪機が普

及してきて、この事故が増えてきた。

（8）

帯や高齢者の単独世帯の増加により（図 ６５）更

に負担が大きくなっていると思われた。

　事故原因の除雪（3７３9％）は、今回の調査で歩

行による転倒に次いで多かったが、56 豪雪では

圧倒的に除雪（6５３７％）が多かった。56 豪雪以降、

雪対策として雪に配慮した耐雪型（載雪型）住宅

が普及してきて除雪回数が多少減少した。しかし、

農村部など富山県の住宅は敷地面積及び床面積と

もに一般住宅より大きく、２次、３次の雪処理が

必要になっているなど除雪作業は無くならない。

機械除雪の事故は大型除雪機２件、トラクター除

雪２件、ショベルカー１件、小型除雪機 ６６ 件で

あった。小型機械除雪機の普及により作業効率が

上がるが、日頃から使い慣れていないため無理な

操作による手足の負傷や、詰まった雪を、エンジ

ンを停止せずに取り除き、手が巻き込まれる事故

が増えてきた。使用前の機器点検と操作時の注意

点など徹底する必要があると思われた。

歩行による転倒（表４）は路上がほとんどで、次

いで自宅前、駐車場、車の昇降、ゴミ出し、店頭、

職場入口などでした。事故原因と最低気温の関係

グラフ（図５）でも明らかなようにコンクリート

の上の積雪や凍結による転倒と考えられた。特

に高齢者（65 歳以上）では路上の転倒が約７割、

次いで自宅前での転倒が約２割を占めていた。車

の運転、買い物、ゴミ出しなど日常生活に注意す

る必要があり、また自宅玄関前の転倒防止対策（滑

り止め）が必要と思われた。

図 11
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③　傷病名においては両年とも腰背痛、骨折、上

下肢痛が上位を占めていた。除雪作業の動作

で、日常慣れない重労働に身体各部の疲労減

少の累加が、かかる症状を引き起こしたと考

えられた。また、歩行による転倒では前腕、頭、

腰、足の順で、転倒した時の受傷部位が明瞭

に表れた。

④　死亡例は ６６ 例で 56 豪雪 ７７ 名より少なかっ

たが、用水の転落による死亡例が減っていな

かった。

　以上簡単にまとめた。

稿を終わるにあたり、富山県医師会、医療機関、

柔道整復師会に感謝の意を表する。


